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　シメオン三井神父の聖ニコライが「アフトクラシー（autocracy　専制）」であったという印象はどこから出たものであろうか。

「大主教ニコライ師事蹟」には「最初の布教会議」という項がある。

　「明治七年五月、初めて布教会議を東京に開いた。これこそ日本正教会公会の濫觴である」と記され、「布教の方針を決定し、且つ傳教規則を編成した」とある。第十九條には「明治十八年七月十一日即ち聖宗徒ペトル・パヱルの祭を期とし傳教人東京正教會に集り又會事を議すべし」と決められ、現在でも日本正教会の公会開催期日はこれを基準にしている。

　また、「聖使徒規則」第三十九條には「司祭及輔祭ハ主教ノ意ニ由ラズシテ何事モ行フ可カラズ。蓋シ主ノ人々ハ彼レニ委任サレ彼レハ其霊魂ノ為ニ陳訴セントス」と定められている。教会法での主教の裁量権は大きく、総てが主教の権の下にあると言っても過言ではない。

　聖ニコライは明治四十二年四月、内務省宗務局から日本とロシアの正教会の関係を問われた時、日本の正教会の自治性を強調し、「日本正教会は『聖使徒らおよび全地公会と地方公会〔の決議〕』に基づいて統率されている」と答えさせた。（「宣教師ニコライの全日記9」教文館）
　聖ニコライが主教に叙聖され帰国し、明治十三年末から「正教新報」を刊行した時、まず連載したのがマトフェイ上田將の翻訳による「聖使徒規則」と「全地公会規則」であったことはあまり知られていない。
教会規則とは教会を護るために定められたもので、信仰の定理や習慣が正しく伝えられていくためのものである。聖ニコライは若い教会にそれを周知させるためにまず普遍の教会規則を翻訳させたのであった。
　聖ニコライの時代の公会議事録は総て残されているが、公会の運営や神品の叙聖、人事の移動は「独断」ではなく極めて「デモクラシー」的だった事がわかる。

　セルギイ府主教は「日本の教会に公会が毎年開かれるのが珍しい」と驚いたが、当時世界の正教会は変則的な運営を余儀なくされていたし、規則の運用は主教の裁量権の中にあり、必ずしも教会規則が機能しないことも多々あった。

　聖ニコライは日本正教会唯一の主教として教会の全責任





者であり、全ての決定権があったが、「公会」での意見を取り入れ、神品・教役者の叙聖や任用を決めている。各地か

ら提出される請願書も神品会議に審議させ、最終的な決議裁決をしていたのであった。
　
日露戦争時、日本に七万人余りのロシア将兵捕虜が滞在した時、彼らの必要を満たすために相次いで司祭・輔祭が叙聖された。この時の聖ニコライの日記の記述は実に興味深いものである。一九〇五年四月二十四日には次のようにある。
　「～これまで、わたしは若い日本教会にきわめて慎重に接し、その若い感受性が必要以上に深刻な傷を受けて、ある種ひ弱となるのを恐れ、ささいな圧力さえかけないように努めてきた。聖職者の選任においてもことごとく、ほとんど沈黙を守り、かれらに選ぶか否か完全なる自由を与え、それによって教会のソボールノスチ〔正教的公同性〕の種を深く根づかせようとしてきた。それゆえ、きょうもわたしとしては、選任がかれらの務めとなるように望んだのだった。しかしながら、主教はその権限によって、教会の選任を経なくとも、司祭や輔祭を叙聖することができることをも示さなければならない。そのような例は、ここまでなかったが、今後はあり得るだろう～」
　ロシア兵捕虜の慰問担当の為、司祭を一人増員しようとしたが教役者の会議で「『慰安会』にはその俸給を支払う金がないのです」という理由で司祭叙聖の賛同を得られなかった時である。（「宣教師ニコライの全日記8」教文館）　

　聖ニコライは常に公会で神品叙聖や人事を決め、地方教会の請願を諮ったが、これは当時の教会運営の方法としては極めて稀なことであった。キエフ神学大学を優秀な成績で卒業し、「マスギストラント（準博士）」を授与されたシメオン三井神父には聖ニコライの何が「アフトクラシー（autocracy　専制）」と映ったのだろう。
恐らく聖ニコライはシメオン三井神父やセルギイ府主教の言う「デモクラシー」などは考えなかったに違いない。教会の伝統では変則的な「聖務会院」という下にあっても、常に教会法に則った教会運営こそが日本正教会の成長を支えるものと考えていたはずである。
「アフトクラシー（autocracy　専制）」と言われたのは、その直情的な性格にもよったかも知れないが、聖ニコライにとっては「主教」の責務を忠実に果たしていただけに過ぎなかったのではないだろうか。
因みに日本正教会の教会法関係の刊行物には、「教會法學略記」（Ｍ12・7堀江復訳）、「聖規則書」（Ｍ16・3上田將訳）、「教會法提要」（Ｍ30・10上田將訳）、「聖規則書　全」（Ｍ31・7上田將訳）があるが、これらは全て信者にも頒布されたものである。

明治三十四年の「改訂著譯出版書目」には増補された「聖規則書　全」について「本書は聖使徒規則と全地公會と地方公會の諸成法、規則を網羅したる者。教會と皇帝と国家との関係等に付て疑惑を挟む人、及び婚配其他の事に付て不明の感を抱く人は右ら（ eq \o\ac(○,注)「教會法學略記」と「教會法提要」）の諸法律と精細なる規則とを研究し見よ」と記されている。

大正十二年六月の公会で報告された日本正教会の教勢は次のとおりであった。

教会総数２１５、主教１、司祭３４、輔祭９、伝教者３９、信徒総数３７３４０、現在員数１４４４７、領洗者４９６、永眠者２６０。

教会は疲弊してきており、教役者の移動と経済問題に終始した。しかし、真先に提出された建議案はロシア正教会との関係を分かつことと日本正教会の独立を宣言させようとしたものであった。前年来「経済の独立」を目指していたが、一部の性急な者たちの「教会独立」という建議であった。全体としてもそのような雰囲気があった事は充分に感じられる議事録の記述である。
「本年度の公會に於て、日本正教會の独立、即日本正教會は全教會の肢教會にして、唯一聖公使徒の教會たる日本

教會でありて露国教會の教権に属する者にあらざることを内外に宣言すること」から始まる建議案は、かつて聖ニコライが公会で「日本正教會は惟一聖公使徒の全教會の肢教會にして露国正教會の肢教會にあらざるなり」で述べたことを拠り所として動いたものであった。
　それに対してセルギイ府主教は「露国教會の事を一言にて申さば大病してあります。母たる教會は病中です。其の病中に此様の建議案の出たる事を見て私驚きます。」と述べロシアの情勢を説明した。在外シノドや「生ける教會」「復活教會」などで混乱しているが、「私等は生ける教會を認めず復活教會に学ばず、故ニコライ大主教の植えつけられたる純正の正教を確く守ってある事をコンスタンチノプルの教會を始め全世界の教會に発表せん」と説く。

そして日本正教会の位置を「日本教會には『アフトケハーリヤ』でなく、『アフトノーミヤ』であります。アフトケハーリヤ（自主）、アフトノーミヤ（自治）、アウトケハーリヤなら露国教會もパトリアルフも認めず自ら主となりて生活する事、アフトノーミヤならパトリアルフと関係を持てゐるが国が異り又事情も違ってゐるので自治制を採って居る事です。日本教會は五十年前よりアフトノーミヤを持ってゐました。其點に於て露国と関係ありませんでした。私共は露国と金銭の問題だけに於て関係を持てゐたが自分の『アフトノーミヤ』で生活して来ました」と解り易く説明した。
セルギイ府主教は「惜しゐ哉日本にはまだミッションが必要です」と述べたが、ロシアからの送金は途絶えてはいたとはいえ、セルギイ府主教が管理するミッションの資金があり、それを総務局に託していたのである。
そして、アフトケファリヤを望むのであれば「母たる教會の承認」が必要であり、「獨立の事は全教會信者の声でなければならない」とし、「公會は日本教會の代表ではなくてはならぬが、此公會は日本の全正教會を代表したものではない」と多くの代議員が欠けている状態ではこのような重大なことは決められないと述べたのであった。
さらに「私憲法の始められた時にミカド帝にて日本教會は復活したと喜んで申しましたが、昨年は其時と代議員が同数でしたが、十四名より参りません。憲法は死にました。只帳面になってゐます。時々唯大主教を攻めるために用いられてあります」と「憲法」が充分に機能していない事に言及した。

公会では再び「憲法」の是非についても論議されたが、結論が出ないままに終ってしまう。そして、ロシア正教会との関係や「独立」の問題も議長の「種々教會の根本問題もありますので茲に形式的の論議を以て續けるより先づ親しく家庭的に相談して見たいと云ふ説が大分皆様より出てゐます」との発言で消えてしまう。

また、大聖堂を始めとする教会の物件財産が、将来日本が共産主義政権を認めたときに失う恐れがあるとして全て維持財団に移すことが決められた。

公会の閉会の挨拶でセルギイ府主教は教会を堅固な建築物と材料に譬えてその一致を説き、「日本の教会はどんな地震があっても動かないでしょう」と結んだが、皮肉にもこの言葉を覆すような出来事が三ヵ月後に起きてしまう。

大正十二年九月一日。関東大震災により復活大聖堂は崩壊し、更なる困難が日本正教会を襲ったのであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続く）




聖ニコライとセルギイ府主教　⑦　　　　　　　主教　セラフィム















































▲床が焼け、石の宝座だけが残った至聖所





▼焼け落ちた屋根と聖堂内部





▲大正12年9月1日、関東大震災で崩壊した復活大聖堂








